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　2018年３月に高等学校学習指導要領の改正
の告示が公示され，７月には新しい高等学校学
習指導要領の各教科等の解説も公開された。地
理歴史科では，現行のすべての科目が名称，内
容ともに変更となるため，2022年４月からの施
行に向け教科としての大幅な見直しに迫られる
こととなる。とくに新設される必履修科目の「地
理総合」と「歴史総合」においては，科目の性
格，目標，内容を十分に理解し，それらに対応
した教材開発を進めていくことが求められる。
「歴史総合」では，生徒にとって身近な生活や
社会の変化を表す資料を活用することが重視さ
れており，資料を教材化していく教師の力量が
問われることになる。以下に，新科目「歴史総
合」における生徒が問いを表現する学習に焦点
を当て，教材開発の工夫について考察していき
たい。
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　「歴史総合」はＡ〜Ｄの４つの大項目から成
るが，Ｂ～Ｄの大項目においては，それぞれ中
項目（1）～（4）が設定されている。中項目（1）
では身近な資料から生徒が問いを表現して課題
意識の形成を図り，（2） （3） で生徒が表現した
問いを踏まえて，主題を設定して歴史の大きな
変化に着目した近現代の歴史への考察と理解を
深め，（4） で （1）～（3） の学習を踏まえて，現
代的な諸課題の展望などについて生徒が考察，
構想し表現する学習が展開される。
　ここでは，大項目Ｃの「国際秩序の変化や大
衆化と私たち」を取り上げ，中項目（1）の学
習の展開を中心に，主に教材開発の視点から資
料の効果的な教材化とその活用例について考察
を進めたい。大項目Ｃを考察の対象としたのは，
この大項目で扱う時代（ほぼ両世界大戦の戦間
期に当たる）が，現代の諸課題に関連する生活
や社会の変容の事例に富み，前の時代に比べ，
写真や新聞記事など海外のものも含め身近な資
料が多いなどの点で生徒が問いを表現しやすい
こと，これまでの日本史Ａ及び世界史Ａでの授
業実践の蓄積を活用できることなどの理由によ
る。
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　大項目Ｃの学習のねらいは，国際的な結び付
きの強まり，国家間の関係性の変化，個人や集
団の社会参加の拡大を背景として，人々の生活
や社会の在り方が変化したことを扱い，世界と
その中の日本を広く相互的な視野から捉えて考
察し，現代的な諸課題の形成に関わる国際秩序
の変化や大衆化の歴史を理解できるようにする
ことにある。そして中項目の（1）では，中学
校までの学習を踏まえ，諸資料を活用して情報
を読み取ったりまとめたりする技能を習得し，
人々の生活や社会の在り方が国際秩序の変化や
大衆化に伴い変化したことについて考察するた
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めの問いを表現する学習が展開される。
　具体的な年間指導計画や単元の指導と評価の
計画，個々の授業展開例については，今後の研
究を待ちたいが，私案として，大項目Ｃの中項
目（1） に４時間程度， （2） （3） 及び （4） に６時間
程度を充て，中項目 （1） の授業展開としては，
導入の段階で中学校での学習を振り返らせ，大
衆化という歴史の大きな変化について大観させ
た後に，大衆化についての各自のイメージを問
いという形で表現させ，教師の働きかけを通し
て初めに表現した問いへの考察を重ねて問い直
しの問いに深めていく学習活動を提起したい。
また，中項目 （1） の構成として，国際関係の緊
密化，アメリカ合衆国とソヴィエト連邦の台
頭，植民地の独立までの指導項目をアの（ア）
の資料活用の技能の習得をねらいとする学習で
取り上げ，イの（ア）の問いを表現する学習で
大衆化に伴う生活や社会の変容を扱うという授
業構成を考えたい。歴史に対する驚きや素朴な
問いが歴史学習の出発点であるとすれば，生徒
がより身近に感じることのできる生活や社会の
変容に関わる歴史的事象（大衆化というキー
ワードで括られる歴史的事象）に注目させるこ
とで，生徒の興味・関心や疑問を拠り所に追究
したいことなどを見出す学習活動に無理なくつ
なげていくことができると考えるからである。
また，前述したとおり，この学習項目の範囲が
身近な資料に富むことも理由の一つである。
　実際の授業展開では，生徒が表現する問いは
どのようなものが予想されるのか。「歴史総合」
が入学年度またはそれに近い１，２学年（年次）
で必履修科目として設けられる場合が多いと想
定されることから，中学校での歴史学習を踏ま
えて，生徒に問いを表現させることになる。こ
こで考察対象としている指導内容（学習項目）
は，中学校社会科歴史的分野では，新中学校学
習指導要領の大項目Ｃ「近現代の日本と世界」
の中項目（1）「近代の日本と世界」のアの（オ）
「第一次世界大戦前後の国際情勢と大衆の出
現」の「文化の大衆化」に該当するが，現行の
歴史的分野の教科書には，教育の広がり，新聞，
週刊誌，総合雑誌，文学全集，童謡，映画，レ
コード，歌謡曲，ラジオ放送，野球（スポーツ），
文化住宅，洋食，女性の社会進出，洋装の制服，
郊外電車，サラリーマン，モボ・モガなどが取
り上げられており，日本史Ａで扱う事象の大半
が掲載されている。アメリカの大衆消費社会に
ついての記述のある教科書も見られる。新中学
校学習指導要領に基づく歴史的分野の教科書の
内容は現時点では明らかではないが，中学校で
の学習を経験した生徒の表現する問いは，およ
そ次の表１に示したような例が考えられよう。
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　生徒が表現した問いは，中学校での学習で興
味・関心を持った事象や，写真や図などの視角
資料で印象に残ったものなどを基に考えたもの
が多いと予想される。中項目（1）に続く（2）（3）
での学習や（4）の探究活動に効果的につなげ
ていくための教師の指導として，表２の例示の
ように，生徒が表現した問いを整理，分類して
示し，共通する内容で括られる問いをまとめ複
数の視点からの考察を促すなどの働きかけを提
起したい。その際，問いを深化させるための教
師からの働きかけであることを説明し，生徒が
初めに問いを表現したときの驚きや素朴な疑問
などを基にこれからの学習が展開されること
を，生徒自身が感得できるような指導上の留意
が必要であろう。昨今の多様な生徒に対応して，
生徒一人ひとりの個性や学習経験の違いを超え
た全員が理解でき達成感の持てる授業を実践す
るには，「歴史総合」の授業のユニバーサルデ
ザイン ?が不可欠であり，それには自分の表現
した問いが取り上げられ生かされているという
自己有用感を生徒自身が体感できることが大き
な意味を持つと考えるからである。
　また，共通する事象への問いごとに班を編成
してグループ活動を取り入れ，自分の表現した
問いが他の生徒の問いとも関連性があることに
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気付かせ，個々の問いをより発展的にグループ
の問いとしてまとめさせることも有効であろ
う。他の生徒と考えや意見を交換することで対
話的な学習の展開も期待でき，中項目（1）全体
の目標や （2） （3） での学習，（4） の探究活動まで
生徒に見通させることで，学習のまとまりに対
しての見通しを持って，自らの問いを問い直し
ていく主体的な学習に高めていくことも可能に
なる。
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　４で提起した働きかけは大項目全体を見通し
た計画的な教材開発なしには平板なものに終始
してしまう。個々の事象の細部に深入りするこ
とは避けるべきだが，生徒の発達段階を踏まえ
て，前後の時代との違い，事象の推移をたどる
ことができるように資料の教材化を図ることが
大切である。
　表２では，＜都市化と新中間層の登場＞につ
表１　想定される「生徒が表現する問い」の例
①　サラリーマンは日本ではいつごろから登場するのだろうか
②　電車で郊外から都心に通う生活様式はいつごろから広まったのか。（なぜ都心と郊外を結ぶ
鉄道がこの時代から広まりだしたのだろうか）
③　学校の近くを走る鉄道はいつごろ開通したのか。
④　地下鉄はいつごろから開通したのか
⑤　戸建ての住宅や鉄筋の集合住宅はいつごろから広まり始めたのか
⑥　ガスや水道，電気はいつごろから一般の家庭に広まったのか
⑦　今の高校生の年代の若者はどのような学校生活を過ごしていたのか
⑧　学校での制服はいつごろから使われ出したのか
⑨　女性の洋服（女子の制服のスカート）はいつごろから広まっていったのか
⑩　野球などのスポーツはいつごろから普及したのか（なぜ広まっていったのだろうか）
⑪　日本がオリンピックに参加するようになったのはいつからか
⑫　本校の生徒が受験する大学の多くはいつごろ創立されたのか
⑬　創立100年を迎える企業にはどんなところがあるか
⑭　新聞はいつごろから普及したのか
⑮　ラジオ放送はいつごろから広まったのか
⑯　映画（などの今もある）娯楽はいつごろから広まったのか
⑰　生活の便利さや文化の面で都市と農村の格差はいつごろから見られるようになったのか
⑱　100年前の家庭の食卓はどのようなものだったのか（洋食はいつごろから広まったのか）
⑲　チョコレートやキャラメルなどの菓子が広まったのはいつごろか。
⑳　修学旅行はいつごろから始まったのか。
㉑　普通選挙制や近代的な文化，生活様式が広まったのにその後の日本はなぜ戦争の時代を迎え
たのか。
※中学校教科書には生活や社会の変容についての歴史的事項が数多く取り上げられ，写真や図も
豊富に掲載されており，生徒は高校入学時点では個々の歴史的事項についての視覚的なイメー
ジを一定程度持っているものと思われる。一方で，見方・考え方を働かせて個々のできごとど
うしの関係性を考える力はまだ身に付ききれてはいないことも予想されるため，ここでは「い
つごろから」など時系列や推移に関わる問いの形を中心に想定した。
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表２　教師の働きかけと問い直しの問いの例
１　生徒の表現した問いの整理と分類
　表１の生徒が表現した問いを，課題意識を明確にさせるため，便宜的に次のように整理，分類
した。
＜都市化と新中間層の登場＞ ①，②，③，④，⑤，⑥，⑬，（⑫，⑯，⑰）
＜教育の普及と学校＞ ⑦，⑧，⑫，⑳，（⑨，⑩）　＜女性の社会進出とその後＞ ⑨，⑰，（①，⑱）
＜新聞・雑誌の普及とラジオ＞ ⑭，⑮，⑯，⑰　  ＜スポーツの普及＞ ⑩，⑪
＜洋食と子どものお菓子＞ ⑱，⑲，（⑰）　　　　  ＜日本の近代における大衆化＞ ㉑，（⑰）
　＜教育の普及と学校＞では，教育の普及の背景と経緯や第一次世界大戦から戦後にかけての資
本主義の成長と原内閣の積極政策に着目させ，都市と農村の違い，新中間層の家計，男女の社会
的な地位や立場の差異などの視点からの考察を促す。「私たちの年代の当時の若者はどのくらい
の割合で学校に通えたのだろうか。またどのような授業や行事があったのだろうか。」などの問
い直しの問いの設定が考えられる。＜スポーツの普及＞は新聞，ラジオなどの媒体を通してス
ポーツが普及したことに気付かせ，「聞くスポーツ」としての国民的娯楽の形成という視点から
考察させる場合は＜新聞・雑誌の普及とラジオ＞で扱ってもよい。＜洋食と子どものお菓子＞を
＜都市化と新中間層の登場＞で扱い，都市の新中間層の間に広まった現象であることに気付かせ
ることも多面的，多角的な考察の仕方を身に付けさせるうえで効果的であろう。
＜日本の近代における大衆化＞に関わる問いについては，女性の社会的地位に関する資料や離婚
率の統計資料など複数の資料を示しておき，＜女性の社会進出とその後＞での考察と関連付け
て，中項目 （2） （3） での主題の設定や （4） で大項目Ｃ全体の探究活動で考察させたり，大項目Ｄ
の （4） で再度取り上げ，日本の近現代の歴史に見られる課題を把握し解決を視野に入れて構想さ
せるなどこの科目のまとめとしての学習につなげる工夫も考えられる。
２　教師の働きかけと問い直しの問い
　以下に，１で整理，分類した問いから＜都市化と新中間層の登場＞を取り上げ，教師の働きか
けの視点と提示する資料（教材）の例を示す。
＜都市化と新中間層の登場＞
【生徒の表現した問い①，②，③，④，⑤，⑥，⑬，（⑫，⑯，⑰）】
　　教師の働きかけの視点：資本主義の成長，成金，企業の勃興（製薬，化学部門などに着目させる）
大学令（高等教育の普及），新中間層，鉄道会社の郊外開発
電力供給，電灯（電球），文化住宅，同潤会アパート
　　提示する資料（教材）：新中間層の生活?
大学令・専門学校令と男子学生数?
企業の新設・拡張?
鉄道の普及と鉄道会社の郊外開発?
電力への転換，文化住宅，同潤会アパート?
（＊の項目については図説資料など副教材に掲載されている資料を活用する）
【問い直しの問いの例と生徒に示す考察のヒント】
　「サラリーマンに代表される都市の新中間層はいつごろから登場し，人々の生活はどのように
変わったのだろうか。」背景や影響，男女での違いなどに着目して好景気と企業の勃興，鉄道の
普及，中等・高等教育の普及，家族の形態などの視点から考察しよう。
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いての問い直しの問いの例と教材化した資料例
を示した。分類した他の問いについても，たと
えば，表１の女性の洋服（女子の制服のスカー
ト）についての問い⑨に対しては，女性の社会
進出を示す資料（バス車掌，電話交換手の写真
等）や高等女学校令改正等による女子教育の普
及を示す資料 ?のほかに，参政権が女性には認
められなかったこと，多くの職業婦人が家計を
補助するための結婚までの就労だった ?こと，
結婚後も主婦の内職で家計の不足が補われた ?
ことなどを示す資料を提示して，問いの転移を
促し，大衆化の時代の女性の社会的地位を考察
させたり，現代の女性を取り巻く様々な問題の
端緒としてのこの時代を考えさせたりする ?こ
ともできよう。また，女性の洋装について，欧
米では総力戦となった第一次世界大戦を契機に
労働力不足を補う形で女性の社会進出が広まっ
た中で，機能性を重視したスーツ形式の服装が
ファッションとして展開していった ?ことを考
察材料として示したり，同窓会等の資料から女
学校の制服の変遷をたどらせるなどの働きかけ
も考えられる。
　新聞の普及やラジオ放送の開始についての生
徒の問い⑭⑮に対しては，雑誌への投書など??
の資料を示して国民としての政治意識の醸成と
世論形成への動きを読み取らせたり，オリン
ピックとラジオについての問い⑪⑮に対して，
ラジオによって「聞くスポーツ」が誕生 ??し
たことや，大国の仲間入りを果たした第一次世
界大戦後の国際関係の中で，大衆がラジオや新
聞，雑誌などを通して国家意識や国民意識を形
成していったことに気付かせたりしてもよい。
さらにアメリカの大量消費社会 ??と比較して
ベーブルースやリンドバーグのような大衆出身
の国民的英雄 ??が日本では登場しにくかった
理由を考えさせたりすることを通して，世界と
その中の日本を相互的な視野でとらえる学び方
の習得につなげることも可能であろう。
　100年前の家庭の食卓についての問い⑱につ
いては，銘々膳からちゃぶ台への変化 ??を紹
介して，大衆化の時代の家族（結婚の形態や女
性の社会的地位の地域的格差 ??なども考察の
材料になる）について考えさせ，第二次世界大
戦後の家族の形態と比較したり，変容の過程を
たどらせたりすることもできる。グループ活動
を取り入れて問い直しの問いを考察させ，各班
がその主題についてのエキスパート的な追究者
となって考察した結果を発表しあうなど説明し
たり議論する力の育成を図る学習への展開も工
夫できよう。生徒の学習状況に応じて教師が示
した考察のヒントを基にグループで問い直しの
問いを立てさせてもよい。表２でも触れたが，
問い直しの問いの設定と考察は中項目 （1） で
完結させるだけでなく，中項目 （2） （3） の課題
（問い）の設定と関連付けて取り組ませたり，（4）
の大項目全体の探究活動で問い直しの問いを活
用して平等と格差などの観点から探究，考察，
構想させるなどの工夫も考えられる。
　こうした教材開発の工夫や教師からの働きか
けに富む授業展開を通して，生徒は，複数の資
料を照らし合わせ，それらから得た情報を歴史
的な見方・考え方を働かせて比較したり関連付
けたりして，事象や出来事の展開や理由，結果
や影響について読み取り，解釈する技能を身に
付けていく。一方，教師も問い直しの問いを考
えさせるうえでの様々な働きかけを通して，中
項目 （2） （3） での課題（問い）の段階的な設定
の仕方の改善につなげていくことができる。こ
れまでも単元の基軸となる問いを活用した授業
改善に取り組んできた学校，教師も多いと思う
が，その経験を問い直しの問いや中項目（2）（3）
の課題（問い）設定の工夫に生かしたい。
　教材開発は授業づくりの根幹であり，教師の
工夫を凝らした教材を通して，生徒は歴史的な
見方・考え方を自在に働かせて一つの社会的事
象の原因や推移と結果，影響などを因果関係で
関連付けてとらえることができるようになる。
授業で「わかった」「学んだ」という経験を持
たせることが肝要であり，その経験が繰り返さ
れて，よりよい社会の実現を視野に課題を主体
??????
???????????????? ?? ?????? ? ?? ? ???
的に追究，解決しようとする態度，いわば学び
に向かう力や人間性等が育まれていく。
???????
　歴史学習は生徒にとって高校生活や身近な生
活空間から隔たりのある事象を扱うことになる
ため，想像力や思考力を働かせるすべを十分に
は身に付けていない高校入学直後の生徒は，昔
のできごとの羅列，テスト前に覚えればよい科
目などと受け止めがちである。生徒の身の回り
のできごとや社会の姿と結び付けたり近づけて
とらえさせる工夫が必要 ??である。この拙論
では，中高の接続を踏まえ，生徒にとって生活
や社会の変容がより見えやすい学習項目を考察
対象として問いを表現する学習を取り上げ，問
い直しの問いを考えさせるうえでどのような資
料を教材として選択し，活用していくかについ
ての工夫例を考察してみた。時期や年代，変化
と継続，背景や原因など生徒が比較的取り組み
やすいと感じる見方・考え方の視点から始め，
段階を追って歴史的な見通しや展望，自己との
関わりという視点からも取り組めるように資料
の教材化を図ることが望まれる。テストが終わ
れば揮発したり剥落してしまう知に陥らせない
授業は，１単位時間の中で最も効果的に活用で
きる資料を選び抜いて教材化していく教師の努
力無しには生まれない。とくに，「主題」や「問
い」を中心に構成する学習や，資料を活用し歴
史の学び方を習得する学習の比重が大きい「歴
史総合」の授業では，生徒の実情を踏まえて，
単元の指導計画や本時の展開を見通し，収集し
た原資料をどの場面でどのような形で提示し，
活用していくかという資料の教材開発と活用の
技量の向上が強く求められる。注・参考文献に
挙げた資料はできる限り入手，閲覧しやすいも
のを選んだが，資料の収集と教材としての活用
に際しての一助となれば幸いである。
　考察に当たっては，知識・技能と思考力・判
断力・表現力等とのバランスの取れたこれまで
の授業実践や教材開発の知見と経験の蓄積を生
かすことを意識した。３年半余りの限られた移
行期間の中で，旧社会科の時代からのベテラン
教師の実践の積み重ねや，世界史Ａ，日本史Ａ
での年間指導計画に基づく指導内容の効果的な
組み立ての実績の継承を通して，「歴史総合」
の実施に向けた取組みが円滑に進むことを期待
したい。
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